
締め切り
迫る

（写真左から）総務省の小池公務員部長と、組合員の思いを背負って署名を手渡
す自治労本部の伊藤書記長、戎兵庫県本部副委員長、山木北海道本部書記長

6
月
17
日
、
自
治
労
は
「
地
方
の
実
態
と
自
主
性
を
尊
重
し
た
給
与
制
度

を
求
め
る
署
名
」
を
総
務
省
に
提
出
。
2
人
の
地
方
代
表
者
も
参
加
し
、

現
場
の
声
を
訴
え
た
。
19
日
に
は
、公
務
員
連
絡
会
が
人
事
院
に
対
し「
2

0
2
4
年
人
事
院
勧
告
に
関
わ
る
要
求
書
」
を
提
出
。
夏
の
人
事
院
勧
告

期
の
闘
争
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

自
治
労
は
6
月
17
日
、
地
方

の
実
態
と
自
主
性
を
尊
重
し
た

給
与
制
度
を
求
め
て
署
名
提

出
・
要
請
行
動
を
行
っ
た
。
4

月
か
ら
約
2
カ
月
か
け
て
集
め

た
署
名
は
56
万
1
4
0
3
筆
に

達
し
、総
務
省
に
提
出
し
た
。

総
務
省
か
ら
は
小
池
信
之
公

務
員
部
長
や
細
田
大
造
公
務
員

課
長
が
、
自
治
労
か
ら
は
伊
藤

功
書
記
長
や
林
鉄
兵
総
合
労
働

局
長
、
亀
瀧
真
人
労
働
条
件
局

長
、
地
方
代
表
と
し
て
北
海
道

本
部
の
山
木
紀
彦
書
記
長
、
兵

庫
県
本
部
の
戎
剛
副
委
員
長
が

出
席
し
た
。

は
じ
め
に
伊
藤
書
記
長
よ

り
、
人
事
院
が
検
討
し
て
い
る

「
社
会
の
変
化
に
応
じ
た
給
与

制
度
の
整
備
」
の
具
体
化
に
あ

た
っ
て
、
①
国
の
制
度
変
更
に

準
じ
た
扱
い
を
自
治
体
に
求
め

な
い
こ
と
、
②
給
与
制
度
に
関

し
て
、
地
方
の
実
態
と
自
主
性

を
尊
重
し
た
柔
軟
な
対
応
を
可

能
と
す
る
こ
と
、
③
国
基
準
を

上
回
る
支
給
を
し
た
こ
と
に
よ

る
特
別
交
付
税
の
減
額
措
置
の

撤
廃
を
要
請
。引
き
続
き
、地
方

代
表
者
の
山
木
書
記
長
、
戎
副

委
員
長
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

実
情
を
訴
え
た（
写
真
下
囲
み
）。

小
池
公
務
員
部
長
は
、「
本
日

い
た
だ
い
た
56
万
の
署
名
を
重

く
受
け
止
め
る
。
人
事
院
と
連

携
し
な
が
ら
給
与
制
度
の
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
の
検
討
を
進
め
た
い
。

採
用
に
関
す
る
状
況
や
公
務
員

志
望
者
の
減
少
な
ど
、
様
々
な

懸
案
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て

い
る
。
検
討
会
で
先
生
方
や
自

治
体
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
議

論
を
進
め
て
い
る
。引
き
続
き
、

自
治
労
と
の
意
見
交
換
も
重
ね

て
い
き
た
い
」と
述
べ
た
。

最
後
に
伊
藤
書
記
長
が
、
地

方
公
務
員
の
給
与
は
自
治
体
の

条
例
で
定
め
る
べ
き
も
の
で
あ

り
、
労
使
交
渉
の
自
主
的
・
主

体
的
判
断
に
よ
る
決
定
が
尊
重

さ
れ
る
べ
き
と
強
調
し
、
地
方

の
判
断
を
尊
重
す
る
仕
組
み
の

確
立
を
強
く
求
め
た
。

総総務務省省よよ地地方方のの声声をを聞聞けけ
えびす

戎剛 兵庫県本部副委員長
兵庫県では、地域手当に大きな格差
があり、手当の高い自治体への人材
の流出が起きている。地域手当の大
くくり化にあたっては、できる限り
格差を解消する方向での検討を要請
する。

山木紀彦 北海道本部書記長
北海道は積雪寒冷地であり、生活す
る上で寒冷地手当は欠かせない手当
となっている。そうした実態がある
にもかかわらず、再任用職員や会計
年度任用職員には支給されていな
い。支給対象とするよう求めたい。

公
務
員
連
絡
会
は
6
月
19
日
、
人
事

院
総
裁
に
対
し
て
2
0
2
4
人
勧
期
要

求
を
提
出
。
人
事
院
勧
告
に
向
け
た
一

連
の
取
り
組
み
を
開
始
し
た
。

公
務
員
連
絡
会
の
武
藤
公
明
議
長

（
写
真
左
・
交
渉
団
）は
、「
本
年
の
春
闘

は
、
概
ね
3
％
を
超
え
る
ベ
ア
を
達
成

し
た
。
一
方
で
物
価
高
に
賃
金
上
昇
が

追
い
付
か
ず
、
勤
労
者
は
依
然
と
し
て

厳
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
本

年
の
勧
告
で
は
、
全
職
員
に
対
す
る
月

例
給
お
よ
び
一
時
金
の
大
幅
な
引
き
上

げ
勧
告
を
強
く
求
め
る
」
と
述
べ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
川
本
裕
子
人
事
院
総

裁
（
写
真
右
）
は
、「
要
求
さ
れ
た
課

題
に
つ
い
て
皆
さ
ん
の
ご
意
見
も
お
聴

き
し
な
が
ら
、
検
討
を
進
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
る
」
と
応
え
た
。

8
月
上
旬
に
想
定
さ
れ
る
人
事
院
勧

告
に
向
け
て
、
公
務
員
連
絡
会
は
今

後
、
交
渉
を
強
化
し
て
い
く
。

川川本本人人事事院院総総裁裁（（右右））にに要要求求をを示示すす交交渉渉団団

公務員連絡会が人事院に要求提出

勧告期に向けて交渉強化

『
国
基
準
』の
押
し
つ
け
に
Ｎ
Ｏ

全
組
合
員
の
賃
上
げ
を

2
0
2
4
人
勧
期
闘
争
が
ス
タ
ー
ト

2
0
2
4
人
勧
期
闘
争
が
ス
タ
ー
ト

2
0
2
4
人
勧
期
闘
争
が
ス
タ
ー
ト

ご意見
フォーム自治労HP
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「2024職場点検活動のてびき」を掲載

第第2244回回青青年年女女性性中中央央大大交交流流集集会会＠＠山山中中湖湖

職職場場にに《《学学びび》》持持ちち帰帰りり
運運動動のの輪輪広広げげよようう

自
治
労
は
6
月
14
〜
16
日
の

3
日
間
、
第
24
回
青
年
女
性
中

央
大
交
流
集
会
を
山
梨
県
・
山

中
湖
村
で
開
催
。
40
県
本
部
・

1
社
保
労
連
・
1
消
防
協
か

ら
、
3
8
7
単
組
1
0
5
2
人

の
青
年
・
女
性
組
合
員
が
参
加

し
た
。

集
会
は
講
演
、
文
化
交
流
、

た
た
か
い
の
報
告
、
職
種
別
分

散
会
な
ど
で
構
成
。
職
場
の
課

題
や
、
国
と
地
方
の
関
係
、
反

戦
平
和
課
題
を
中
心
に
議
論

し
、
運
動
の
輪
を
さ
ら
に
広
げ

て
い
く
こ
と
を
誓
い
合
っ
た
。

基
調
講
演
で
は
、
埼
玉
大
学

名
誉
教
授
の
伊
藤
修
さ
ん
が
今

の
社
会
の
問
題
と
「
あ
る
べ
き

姿
」
に
つ
い
て
問
題
提
起
し

た
。伊

藤
さ
ん
は
「
日
本
経
済
の

衰
退
、
人
口
減
少
は
経
済
問
題

で
あ
り
、
貧
困
と
不
安
定
な
非

正
規
労
働
者
の
増
大
が
原
因
。

現
状
を
変
え
る
た
め
に
は
、
労

働
組
合
で
団
結
し
て
要
求
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
。こ
の
社
会

を
、
社
会
全
体
の
利
益
の
追
求

が
目
標
に
さ
れ
る
社
会
に
変
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
」と
し
た
。

続
く
記
念
講
演
で
は
、
関
東

労
働
大
学
講
師
の
菅
原
修
一
さ

ん
が
、
日
本
は
専
守
防
衛
か
ら

戦
争
の
で
き
る
国
づ
く
り
に
大

き
く
転
換
し
て
い
る
と
指
摘
。

今
年
6
月
に
成
立
し
た
改
正
地

方
自
治
法
の
、
国
か
ら
自
治
体

へ
の
「
指
示
権
」
が
、
戦
争
勃

発
時
の
国
家
総
動
員
体
制
の
構

築
に
利
用
さ
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
の
危
機
感
を
表
明
し
た
。

そ
し
て
、「
戦
争
は
貧
困
が

最
大
の
原
因
。
労
働
者
が
ゆ
と

り
あ
る
生
活
を
実
現
で
き
る
体

制
に
変
え
て
い
く
こ
と
が
、
何

よ
り
も
平
和
な
社
会
の
実
現
に

寄
与
す
る
。
そ
れ
を
担
う
の
は

労
働
組
合
の
重
要
な
役
割
。
賃

金
・
労
働
条
件
の
向
上
と
平
和

な
社
会
の
実
現
は
、
切
り
離
せ

な
い
」
と
提
起
し
た
。

私
た
ち
は
1
人
じ
ゃ
な
い

職
種
別
分
散
会
で
は
、
職
場

実
態
を
交
流
。
参
加
者
か
ら
、

「
同
じ
悩
み
を
持
つ
参
加
者
の

多
さ
に
驚
い
た
」「
仲
間
づ
く

り
や
運
動
へ
の
声
か
け
の
重
要

性
を
認
識
し
た
」「
自
分
が
感

じ
た
課
題
を
周
り
と
共
有
す
る

こ
と
が
大
切
だ
」「
職
場
の
問

題
は
、
社
会
の
仕
組
み
が
原
因

で
あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
」「
分

散
会
で
の
実
態
交
流
で
、
自
分

の
単
組
の
課
題
が
明
確
に
な
っ

た
」「
学
び
を
持
ち
帰
り
、
独

自
要
求
に
取
り
組
み
た
い
」
な

ど
の
声
が
出
さ
れ
た
。

全
体
集
約
で
は
、
兒
玉
聖
史

青
年
部
長
が
、「
職
種
別
分
散
会

討
論
で
、
同
じ
職
種
の
自
治
体

職
員
で
も
賃
金
・
労
働
条
件
が

異
な
る
実
態
が
改
め
て
明
ら
か

に
な
っ
た
。
現
場
実
態
を
共
有

し
、
現
場
の
思
い
を
も
と
に
交

渉
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
現
状

を
変
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

全
国
に
は
同
じ
思
い
を
持
つ
仲

間
が
い
る
。
私
た
ち
は
孤
独
で

も
1
人
で
も
な
い
。
と
も
に
が

ん
ば
ろ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

6年ぶりの完全対面・フル
スペック・山中湖での中央
大交流集会（上／全体集
会）。分散会で職場実態を
交流する参加者（下）

会
場
か
ら
質

問
に
立
つ
若

い
仲
間（
左
）

全
国
情
報

宣
伝
セ
ミ
ナ
ー

6
月
21
日
か
ら
22
日
の
2
日
間
、
全

国
情
報
宣
伝
セ
ミ
ナ
ー
（
経
験
者
対

象
）
が
対
面
で
開
催
さ
れ
、
45
人
が
参

加
し
た
。

1
日
目
の
全
体
会
で
は
、
上
級
ウ
ェ

ブ
解
析
士
の
資
格
を
持
つ
今
村
悟
志
さ

ん
が
生
成
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
講
演
し
、
Ｃ

ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
業
務
へ
の
活
用
例
な

ど
、
実
践
的
な
内
容
が
話
さ
れ
た
。

今
回
は
2
つ
の
分
科
会
を
設
置
。
新

聞
づ
く
り
分
科
会
で
は
、
中
央
委

員
会
の
音
源
を
聞
き
な
が
ら
記
事

を
作
成
す
る
実
習
や
発
行
さ
れ
た

機
関
紙
を
見
て
改
善
点
を
挙
げ
て

い
く
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実
施
。

ビ
ラ
づ
く
り
分
科
会
で
は
、
受
講

生
同
士
で
ペ
ア
に
な
っ
て
ビ
ラ
を

作
る
実
習
が
行
わ
れ
た
。
参
加
者

同
士
で
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
熱

心
に
課
題
に
取
り
組
ん
だ
。

自治労は能登半島地震にかかる現
地支援ボランティア行動を6月1
日、終了した。
1月18日、富山県氷見市の災害ご
み仮置き場での作業からスタート
（延べ87人参加）。3月4日からは
活動場所を石川県七尾市に移し、総
合支援窓口の受付、災害ボランティ
アセンターの運営、給水車への給水
作業を支援。3月31日からは能登町
で避難所運営を支援した。石川県内
での活動には計13グループ・24県本
部1社保支部、日数延べ781人が参
加した。
緊急支援カンパは合計1億6547万

7222円（6月25日現在）。

実践形式でスキルアップ
参加者同士の交流も

能
登
半
島
地
震
の
現
地
支
援

6
月
1
日
で
行
動
を
終
了

参加者を候補者に見立て、選挙のビラを作成

6月23日、通常国会が閉会しました。立憲
民主党は、提出法案に対し真摯に様々指摘し
是正を求めましたが、多くの課題が残された
ままです。具体をあげると枚挙にいとまなし
ですが、政治資金規正法改正案（裏金問題）、
民法改正案（共同親権）、入管法等改正案（外
国人育成就労制度、永住権はく奪）、子ども
子育て支援法案等々、そして補充的指示権を
盛り込んだ地方自治法改正案。
公共サービスの現場業務と密接不可分の法
案改正が、まっとうな答弁なしに可決成立さ
せられてしまう、こんな今の政権・与党には
速やかに退場いただくしかないと、改めて強
く決意した国会でした。
閉会中はみなさんのもとにお邪魔しますの
で、いろんなお話聞かせてください！

多
く
の
課
題
残
し
た
通
常
国
会

与
党
の
退
場
迫
る
決
意
新
た
に
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